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木
心
か
ら
の
最
大
径
一
八
・
三
セ
ン
チ
）
。
肉
身
部
白
色
、
眉
墨
毛
描
き
、

両
ま
ぶ
た
に
墨
線
、
顎
ひ
げ
薄
墨
、
袍
緑
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
簪
、
亡
失
。
像
底
周
辺
、
朽
損
が
著
し
い
。

一　

男
神
像　

そ
の
三　

四
太
神
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

三
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
纓
を
背
に
垂
ら
す
。
顎
ひ
げ
を
伸
ば
す
。
袍
を
着

　
　
　
　
　
　

し
、
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
前
方
に
外
れ
る
。
彩
色
不
明
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
亡
失
。
両
足
部
が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
四　

四
太
神
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

三
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
坐
す
と
思
わ
れ
る
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
。

　

保
存
状
態　

前
面
す
べ
て
欠
失
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
五　

一
挙
社
旧
安
置

　

法　
　

量　

像
高　

四
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
拱
手
し
て
坐
す
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
中
央
を
通
る
。
推
定
木
心

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
最
大
径
一
六
・
二
セ
ン
チ
。
漆
塗
り
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
亡
失
。
前
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
両
足
部
が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
六　

　

法　
　

量　

像
高　

四
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。
顎
ひ
げ
を
の
ば
す
。
笑
相
。
巾
子
の

　
　
　
　
　
　

根
本
に
左
右
に
通
る
丸
孔
（
木
製
の
棒
が
残
存
）
。

　

品
質
構
造　

広
葉
樹
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
か
ら
外
れ
る
。
彩
色
。

　

保
存
状
態　

持
物
、
上
部
欠
失
。
体
部
の
前
面
・
背
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
両
足
部

　
　
　
　
　
　

が
欠
失
す
る
（
朽
損
）
。

一　

男
神
像　

そ
の
七　

　

法　
　

量　

像
高　

三
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

巾
子
冠
と
推
定
さ
れ
る
冠
（
大
部
分
が
亡
失
）
を
か
ぶ
り
、
袍
を
着
す
。

　
　
　
　
　
　

拱
手
し
て
、
坐
す
と
思
わ
れ
る
。
顎
ひ
げ
を
の
ば
す
。
目
も
と
、
口
も

　
　
　
　
　
　

と
を
上
げ
る
（
笑
相
）
。

　

品
質
構
造　

ク
ス
か
、
一
材
製
。
彩
色
。

　

保
存
状
態　

頭
部
・
両
体
側
部
・
両
足
部
・
背
面
欠
失
（
朽
損
）
。

男神像　その２

男神像　その３

男神像　その４

男神像　その５

男神像　その６
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一　

僧
形
神
像　

そ
の
一　

　

法　
　

量　

像
高　

四
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

円
頂
、
頸
部
二
道
。
僧

そ
う
ご
う
え
り

綱
襟
と
な
る
僧そ

う

ぎ

し

祇
支
（
内
衣
）
を
右
衽
に
着
し
、

　
　
　
　
　
　

右
肩
に
覆ふ

っ
け
ん
い

肩
衣
（
横
被
か
）
を
着
し
、
上
に
袈
裟
を
ま
と
い
左
肩
か
ら

　
　
　
　
　
　

紐
で
吊
る
。
左
手
は
屈く

っ

ぴ臂
し
、
胸
前
で
持
物
（
棒
状
の
も
の
が
残
存
）

　
　
　
　
　
　

を
執
る
。
右
手
は
腹
前
で
掌
を
仰
ぐ
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
（
両
手
の
す
べ
て
を
含
む
）
、
内
刳
り
な
し
。
木

　
　
　
　
　
　

心
は
ほ
ぼ
中
央
を
通
る
。
木
心
か
ら
の
最
大
径
一
四
・
〇
セ
ン
チ
。
黒

　
　
　
　
　
　

漆
塗
り
、
白
下
地
、
彩
色
（
詳
細
不
明
）
。

　

保
存
状
態　

両
足
部
、
大
部
分
欠
失
（
朽
損
）
。

一　

僧
形
神
像　

そ
の
二　

　

法　
　

量　

像
高　

三
五
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

形　
　

状　

円
頂
、
僧
綱
襟
と
な
る
僧
祇
支
（
内
衣
）
を
頸
も
と
ま
で
つ
め
て
右
衽

　
　
　
　
　
　

に
着
し
、
袈
裟
を
ま
と
う
。
袍
を
着
す
か
。
右
足
膝
を
外
側
に
曲
げ
る
。

　

品
質
構
造　

ケ
ヤ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
は
像
背
右
寄
り
に
通
る
。

　
　
　
　
　
　

木
心
か
ら
の
最
大
径
二
一
・
五
セ
ン
チ
。
黒
漆
塗
り
、
彩
色
（
詳
細
不
詳
）
。

　

保
存
状
態　

背
面
、
朽
損
が
著
し
い
。
左
手
臂
か
ら
右
手
上
膊
部
に
か
け
て
、
下　

　
　
　
　
　
　

部
欠
失
（
朽
損
）
。

附　

一　

神
像
形　

そ
の
一　

　
　
　

法　
　

量　

像
高　

二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

形　
　

状　

袍
を
着
す
か
。
右
足
膝
を
外
側
に
曲
げ
る
。

　
　
　

品
質
構
造　

針
葉
樹
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。

　
　
　

保
存
状
態　

全
体
に
朽
損
が
著
し
い
。

　
　

一　

神
像
形　

そ
の
二　

櫟
谷
社
・
宗
像
社
旧
安
置　

　
　
　

法　
　

量　

像
高　

九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　

形　
　

状　

頭
上
に
髻
状
の
も
の
を
著
す
。
天
冠
台
を
著
す
。
大
袖
衣
と
鰭
袖

　
　
　
　
　
　
　
　

衣
を
着
す
。
両
手
を
胸
前
に
差
し
出
し
蓮
台
を
捧
げ
坐
す
。

　
　
　

品
質
構
造　

ヒ
ノ
キ
か
、
一
材
製
、
内
刳
り
な
し
。
木
心
を
像
背
遠
く
に
外
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

彩
色
、
頭
髪
墨
、
肉
身
部
緑
色
、
着
衣
白
。

　
　
　

保
存
状
態　

表
面
全
体
、
損
傷
。

時　
　

代　

平
安
時
代
後
期
～
鎌
倉
時
代

　

松
尾
大
社
の
摂
社
・
末
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
神
像
群
で
、
神
庫
な
ど
の
整
理
に
伴

い
調
査
さ
れ
、
概
要
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
月
読
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
二
）
、

櫟
谷
社
・
宗
像
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
一
・
そ
の
三
）
及
び
神
像
形
（
そ
の
二
）
、
三

宮
社
に
は
女
神
像
（
そ
の
四
）
、
衣
手
社
に
は
男
神
像
（
そ
の
一
）
、
四
太
神
社
に
は
男

僧形神像　その１

僧形神像　その２

男神像　その７

神像形　その１

神像形　その２



- 23 -

神
像
（
そ
の
三
・
そ
の
四
）
、
一
挙
社
に
は
男
神
像
（
そ
の
五
）
、
金
比
羅
社
に
女
神
像
（
そ

の
五
）
が
伝
わ
っ
た
。
そ
の
他
の
伝
来
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
で
は

櫟
谷
社
・
宗
像
社
は
併へ

い

し祀
さ
れ
て
お
り
、
月
読
社
・
櫟
谷
社
・
宗
像
社
が
摂
社
、
衣
手

社
・
一
挙
社
・
三
宮
社
・
四
太
神
社
、
金
比
羅
社
が
末
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
神
像
（
そ
の
二
）は
特
に
保
存
状
態
が
よ
く
、
制
作
も
非
常
に
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。

同
時
期
の
仏
像
に
遜
色
な
い
本
格
的
な
技
術
を
見
せ
て
お
り
、
同
時
代
を
代
表
す
る
神

像
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
女
神
像
（
そ
の
三
）
像
底
の
銘
記
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）

で
あ
り
、
女
神
像
（
そ
の
四
）
の
銘
文
も
判
読
可
能
な
部
分
か
ら
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
る
。
平
安
時
代
に
遡
る
神
像
の
造
像
銘
は
数
例
し
か
知
ら
れ
ず
、
神
像

の
銘
と
し
て
は
最
古
例
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
見
え
る
睿
与
、
静
仁
は
仏
師

と
見
ら
れ
、
神
像
の
制
作
者
名
が
判
明
す
る
点
は
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
銘
文
中
に
願

主
と
し
て
見
え
る
秦
頼
親
は
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
に
松
尾
社
神
主
に
任
じ
ら
れ
た

人
物
で
あ
り
、
松
尾
社
一
切
経
（
妙
蓮
寺
蔵
）
の
う
ち
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
か
ら

保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
ま
で
の
書
写
に
お
け
る
願
主
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
に
共
通
す
る
構
造
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
像
も
一
木
造
で
、
多
く
が

木
心
を
含
む
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
女
神
像
（
そ
の
七
）
及
び
僧
形
神
像
（
そ
の
一
）

が
両
手
先
ま
で
共
木
彫
出
で
あ
る
点
は
、
一
木
造
へ
の
固
執
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
同
時
代
の
彫
刻
と
比
較
す
れ
ば
異
例
の
構
造
で
あ
り
、
神
像
の
持
つ
構
造
上
の
傾

向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
様
式
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
顔
の
肉
付
き
が
豊
か
で
丸

み
を
帯
び
て
お
り
、
体
躯
の
抑
揚
が
少
な
く
、
衣
文
が
控
え
め
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
加
え
て
や
や
前
傾
の
姿
勢
を
と
り
、
肩
を
丸
く
処
理
す
る
像
も
多
い
な
ど
、
平
安

時
代
後
期
の
彫
刻
の
柔
和
な
特
色
を
示
し
て
お
り
、
制
作
は
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
と
み

て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
朽
損
の
甚
だ
し
い
像
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
の
、
現
在
確
認

さ
れ
る
部
分
か
ら
も
優
れ
た
造
形
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
神
像
の
優

品
の
ま
と
ま
っ
た
現
存
作
例
と
し
て
全
体
と
し
て
価
値
が
高
い
。
ま
た
、
特
色
あ
る
造

形
と
し
て
男
神
像
（
そ
の
六
）
が
「
へ
」
字
形
の
眼
や
め
く
り
あ
が
る
唇
に
よ
っ
て
示

し
て
い
る
笑
相
が
指
摘
さ
れ
る
。
神
像
中
に
は
類
品
が
少
な
く
、
古
楽
面
と
の
間
に
造

形
上
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
優
品
と
し
て
の
評
価
に
加
え
、
平
安
時
代
に
遡
る
希
少
な
基
準
作
を

含
む
点
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
類
例
の
少
な
い
表
現
上
の
特
色
も
見
ら
れ
る
な

ど
貴
重
な
神
像
群
と
言
え
る
。
全
体
と
し
て
も
松
尾
大
社
信
仰
を
考
察
す
る
上
で
重
要

な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
損
傷
が
進
ん
だ
像
が
多
い
も
の
の
、
優
れ
た
造
形
を
示

す
像
が
多
数
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
価
値
は
高
く
、
一
括
し
て
保
存
を
は
か
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
附
の
神
像
形
二
軀
に
つ
い
て
は
、
制
作
年
代
等
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る

が
、
一
括
し
て
の
保
存
を
提
案
し
た
い
。

（
中
野
慎
之
）
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献
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史
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ぶ
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磯
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。
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女
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四

五
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九
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‐
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三
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女
神
像
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そ
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五
）
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九
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四
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五
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四

一
〇
・
六

七
・
四

六
・
〇

八
・
〇

‐

六
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六

‐

一
五
・
九

一
七
・
七

女
神
像
（
そ
の
六
）

三
五
・
一

‐

一
一
・
六

‐

七
・
九

‐

四
・
四

八
・
二

‐

一
八
・
三

‐

女
神
像
（
そ
の
七
）

三
二
・
二

二
九
・
一

一
〇
・
六

七
・
〇

五
・
三

八
・
二

九
・
三

八
・
〇

九
・
八

二
一
・
二

‐

男
神
像
（
そ
の
一
）

四
二
・
八

三
一
・
五

‐

‐

六
・
四

八
・
五

九
・
四

八
・
三

‐

二
一
・
一

二
六
・
七

男
神
像
（
そ
の
二
）

三
八
・
四

二
八
・
五

‐

‐

六
・
五

六
・
二

八
・
八

八
・
七

‐

一
九
・
七

‐

男
神
像
（
そ
の
三
）

三
九
・
〇

三
一
・
七

‐

‐

六
・
八

八
・
九

八
・
四

七
・
六

‐

一
七
・
五

‐

男
神
像
（
そ
の
四
）

三
一
・
六

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

男
神
像
（
そ
の
五
）

四
九
・
四

三
九
・
三

二
一
・
四

八
・
五

八
・
九

一
二
・
〇

一
五
・
二

一
三
・
八

‐

二
八
・
二

‐

男
神
像
（
そ
の
六
）

四
〇
・
八

二
八
・
七

‐

‐

七
・
三

九
・
七

九
・
五

一
一
・
三

‐

‐

‐

男
神
像
（
そ
の
七
）

三
三
・
〇

‐

‐

‐

七
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

僧
形
神
像
（
そ
の
一
）

四
〇
・
五

‐

一
二
・
六

‐

七
・
七

一
一
・
六

一
〇
・
三

一
四
・
〇

一
五
・
〇

二
六
・
九

‐

僧
形
神
像
（
そ
の
二
）

三
五
・
三

‐

一
二
・
六

‐

一
〇
・
三

一
一
・
〇

一
二
・
二

一
三
・
九

一
四
・
三

二
九
・
八

‐

附

神
像
形
（
そ
の
一
）
二
八
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

神
像
形
（
そ
の
二
）
九
・
九

八
・
〇

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐
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唐か
ら

衣ぎ
ぬ

裳も

装
し
ょ
う

束ぞ
く　

伝
東
福
門
院
所
用　

一
式
（
工
芸
品
・
指
定
）

京
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
御
所
ノ
段
町
一
二

宗
教
法
人
霊
鑑
寺
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）

　

一　

唐
衣　
　

萌
葱
亀
甲
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　
　

一
領

　

一　

裳　
　
　

白
穀
織
地
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

懸
帯　
　

萌
葱
亀
甲
繋
文
浮
織
地
鳳
凰
桐
文
繍　

二
条

　

一　

表
着　
　

紅
雷
文
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　
　
　

一
領

　

一　

打
衣　
　

紅
地
繁
菱
文
固
織
物　
　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

五
衣　
　

白
地
菊
唐
草
文
固
織
物　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

単　
　
　

紅
地
幸
菱
文
浮
織
物　
　
　
　
　
　
　

一
領

　

一　

下
裳　
　

赤
平
地
花
樹
文
繍　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

長
袴　
　

赤
精
好　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
腰

　

一　

打
袴　
　

赤
平
絹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

　

一　

檜
扇　
　

金
雲
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　
　
　
　

一
握

　

一　

髪
上
具　

平
額　

釵
子　

髢　
　
　
　
　
　
　
　

一
具

　

一　

几
帳　
　

白
綾
地
桐
鳳
凰
文
繍　
　
　
　
　
　
　

二
枚

　
　
　
　
　

裏
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繋
菱
文
を
表
し
、
板
引
を
施
す
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

裳も　
　
　

白
縠
織
地
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

裳　
　
　
　

丈　
　
　

一
〇
一
・
〇　
　

大
腰　
　
　

縦　
　
　

一
八
・
〇　
　
　

横　
　
　

五
六
・
〇　
　
　

引
腰　
　
　

縦　
　
　

九
・
二　
　
　
　

横　
　
　

三
一
・
〇

引
腰
裏
地　

文
丈　
　

二
・
七　
　
　
　

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

裳
は
白
穀
織
に
彩
絵
を
施
す
。
幅
約
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
裂
（
生
糸

の
穀
織
）
を
八
枚
接
ぎ
合
わ
せ
、
鳳
凰
・
桐
・
竹
を
顔
料
彩
色
す
る
。
単
。

裂
端
は
縫
付
け
ず
紙
芯
入
り
の
糊
捻
り
が
施
さ
れ
る
。
大
腰
・
引
腰
の

表
は
、
窠
に
霰
文
の
白
浮
織
物
に
刺
繍
を
施
す
。
裏
地
に
萌
葱
文
の
固

綾
を
用
い
る
。
刺
繍
は
白
撚
り
紐
二
本
を
綴
じ
て
表
す
。
大
腰
・
引
腰

の
裏
地
は
唐
衣
裏
地
と
同
裂
。

保
存
状
態　

刺
繍
の
止
め
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

以
下
、
法
量
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一　

唐か
ら
ぎ
ぬ衣　

　

萌
葱
亀
甲
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　

一
領

法　
　

量　

丈　
　

八
四
・
五　
　
　
　
　

 

裄　
　
　

六
二
・
〇

　
　
　
　
　

文
丈　

二
一
・
〇
─
二
二
・
〇　

窠
間
幅　

一
〇
・
一
─
一
〇
・
二

　
　
　
　
　

裏
地　

文
丈　

二
・
五　
　
　

 

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
萌
葱
の
二
陪
織
物
、
裏
地
は
濃
萌
葱
の
固
綾
を
用
い

　
　
　
　
　

る
。
衿
先
に
裏
地
と
同
裂
で
髪
置
き
を
付
け
る
。
袖
口
に
袘
を
取
る
。
衿

　
　
　
　
　

付
け
は
裁
切
を
用
い
る
。
表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
萌
葱
糸
を
用
い
経

　
　
　
　
　

三
枚
綾
地
に
地
緯
で
亀
甲
文
を
、
白
絵
緯
糸
で
主
文
の
菊
花
文
を
表
す
。

唐衣　表着

裳
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一　

懸か
け
お
び帯　

　

萌
葱
亀
甲
繋
文
浮
織
地
鳳
凰
桐
文
繍　
　

二
条

法　
　

量　

丈　
　

一
三
六
・
五　
　
　

幅　
　
　

一
八
・
五

　
　
　
　
　

裏
地　

文
丈　

二
・
八　

窠
間
幅　

四
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
萌
葱
の
浮
織
物
、
裏
地
は
濃
萌
葱
の
固
綾
を
用
い
る
。

表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
萌
葱
糸
を
用
い
経
三
枚
綾
地
に
緯
浮
で
亀

甲
文
を
織
り
出
す
。
裏
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繋
菱
文
を
表

す
（
唐
衣
と
揃
い
）
。
板
引
を
施
す
。
表
地
に
鳳
凰
桐
文
を
刺
繍
で
表
す
。

保
存
状
態　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

一　

表う

わ

ぎ着　
　

紅
雷
文
繋
地
菊
花
文
二
陪
織
物　

一
領

法　
　

量　

丈　
　

二
〇
五
・
五　

 

　
　
　

裄　
　
　

七
四
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

二
一
・
〇
─
二
二
・
〇　

窠
間
幅　

九
・
三　

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
二
陪
織
物
、
裏
地
は
紅
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。

袖
口
・
衿
口
・
裾
に
袘
を
取
る
。
表
地
は
経
緯
濃
さ
の
異
な
る
紅
糸
を

用
い
て
経
三
枚
綾
地
に
地
緯
糸
で
雷
文
を
、
主
文
の
菊
花
文
は
白
絵
緯

糸
で
表
す
。

保
存
状
態　

裾
切
れ
、
裏
地
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

一　

打う
ち
ぎ
ぬ衣　

　

紅
地
繁
菱
文
固
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
〇
八
・
〇　
　

裄　
　
　

七
四
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

五
・
五　
　
　
　

窠
間
幅　

八
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
綾
織
、
裏
地
は
紅
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。
袖
口
・

衿
口
・
裾
に
袘
を
取
る
。
表
地
は
緯
三
枚
綾
地
に
経
六
枚
綾
で
繁
菱
文

を
表
す
。
板
引
き
施
す
。

保
存
状
態　

裏
地
に
や
や
劣
化
が
見
ら
れ
る
。

一　

五
い
つ
つ
ぎ
ぬ

衣　
　

白
地
菊
唐
草
文
固
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
〇
六
・
〇　
　
　
　
　

 

裄　
　
　

七
五
・
〇

　
　
　
　
　

文
丈　

一
五
・
〇
─
一
九
・
〇　
　

窠
間
幅　

一
〇
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
の
衣
（
表
地
は
白
の
綾
織
、
裏
地
は
紅
色
の
薄
平
絹
を
用
い
る
）

を
五
領
重
ね
、
褄
上
や
身
頃
裾
な
ど
数
点
で
綴
付
け
る
。
袖
口
・
衿
口
・

裾
に
袘
を
取
る
。
衽
裾
に
厚
く
真
綿
が
入
る
。
表
地
は
経
三
枚
綾
地
に

緯
六
枚
綾
で
菊
唐
草
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

裾
切
れ
、
汚
れ
が
見
ら
れ
る
。

懸帯

五衣

打衣
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一　

単
ひ
と
え　

　
　

紅
地
幸
菱
文
浮
織
物　
　
　
　
　

一
領

法　
　

量　

身
丈　

二
一
一
・
〇　
　

裄　
　
　

七
九
・
五

　
　
　
　
　

文
丈　

一
〇
・
〇　
　
　

窠
間
幅　

一
四
・
〇

品
質
形
状　

紅
の
浮
織
物
。
裂
端
は
縫
付
け
ず
糊
捻
り
が
施
さ
れ
る
。
経
三
枚
綾
地
に

地
緯
の
浮
織
で
幸
菱
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

下し

た

も裳　
　

赤
平
地
花
樹
文
繍　
　
　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

丈　
　
　
　

一
〇
五
・
〇　
　

腰
紐
幅　

八
・
〇

　
　
　
　
　

頒
幅　

幅　

一
九
・
〇　
　
　

丈　
　
　

三
八
・
〇

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
は
紅
の
薄
平
絹
、
裏
地
は
黄
の
薄
平
絹
を
用
い
る
。
通

し
腰
は
一
枚
裂
を
取
り
廻
し
、
右
撚
・
左
撚
の
白
撚
り
糸
で
腰
帯
と
裳

の
重
な
り
に
大
針
小
針
を
入
れ
る
。
表
地
は
茶
撚
り
糸
二
本
揃
え
の
刺

繍
駒
縫
で
花
樹
文
を
表
す
。

保
存
状
態　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

一　

長
な
が
ば
か
ま

袴　
　

赤
精
好　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
腰

法　
　

量　

（
そ
の
一
）
丈　

一
六
一
・
〇　

腰
紐
幅　

二
一
・
〇　

腰
前
幅　

四
九
・
〇

　
　
　
　
　

（
そ
の
二
）
丈　

一
五
四
・
〇　

腰
紐
幅　

一
九
・
〇　

腰
前
幅　

五
三
・
五

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
・
裏
地
と
も
に
赤
色
の
生
絹
の
精
好
を
用
い
る
。
通
し

腰
は
一
枚
裂
を
取
り
廻
し
、
赤
の
左
右
撚
り
糸
で
腰
帯
と
裳
の
重
な
り

に
大
針
小
針
を
入
れ
る
。
通
し
腰
は
、
腰
に
巻
く
部
分
を
折
り
細
く
す
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

打
う
ち
ば
か
ま

袴　
　

赤
平
絹　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
腰

法　
　

量　

採
寸
不
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
折
り
た
た
み
か
ら
推
測　

丈　

一
六
八
・
〇　

幅　

八
八
・
四
）

品
質
形
状　

袷
仕
立
て
。
表
地
・
裏
地
と
も
に
赤
の
平
絹
を
用
い
る
。
表
は
板
引
き
を

施
す
。

保
存
状
態　

損
傷
が
著
し
い
。

単

下裳

長袴
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一　

檜ひ
お
う
ぎ扇　

　

金
雲
鳳
凰
桐
文
彩
絵　
　
　
　

一
握

法　
　

量　

縦　

四
四
・
〇

品
質
形
状　

檜
の
薄
板
を
三
十
九
枚
重
ね
て
金
物
で
留
め
、
上
端
を
糸
で
縫
い
重
ね
る
。

金
雲
、
桐
、
鳳
凰
の
彩
絵
を
施
す
。
要
の
金
物
は
小
禽
、
蝶
を
象
る
。
飾

り
紐
は
、
茶
・
萌
葱
・
白
・
紅
・
黄
を
用
い
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

髪か
み
あ
げ
ぐ

上
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
具

法　
　

量　

平
額　

長
さ　

一
四
・
五　
　

幅　

一
二
・
〇

　
　
　
　
　

釵
子　

長
さ　

一
四
・
五　
　

幅　

二
・
二

　
　
　
　
　

髢　

（
そ
の
一
）
長
さ
七
八
・
〇　

（
そ
の
二
）
七
一
・
〇

品
質
形
状　

平
額　

下
端
に
弦
を
切
る
円
形
の
薄
板
に
、
三
枚
の
花
弁
状
の
薄
板
を
金

具
で
固
定
す
る
。
円
形
の
薄
板
に
は
、
凹
凸
に
よ
り
星
梅
鉢
状
の

装
飾
を
施
し
、
下
部
に
二
つ
の
孔
を
あ
け
紫
の
紐
を
取
り
付
け
る
。

　
　
　
　
　

釵
子　

棒
状
の
金
具
を
二
ヵ
所
折
り
曲
げ
る
。

　
　
　
　
　

髢　
　

頭
髪
を
束
ね
る
。

保
存
状
態　

良
好
。

一　

几き
ち
ょ
う帳　

　

白
綾
地
桐
鳳
凰
文
繍　
　
　
　

二
枚

法　
　

量　

丈　
　
　
　

一
七
九
・
〇　
　

幅　
　
　

二
〇
〇
・
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏
地
文
丈　

一
五
・
〇　
　
　

窠
間
幅　

一
〇
・
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅
筋　

一
八
〇
・
五
×
六
・
五

　
　
　

 
 
 
 

文
丈　

一
〇
・
四
─
一
一
・
七

品
質
形
状　

三
枚
袷
。
表
地
は
白
無
文
綾
に
茶
の
糸
で
刺
繍
を
施
す
。
裏
地
に
白
茶
菊

花
文
綾
を
、
中
陪
に
萌
葱
無
文
綾
を
用
い
る
。
い
ず
れ
も
生
絹
で
、
糊

捻
り
を
施
す
。
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
の
裂
を
五
枚
接
ぎ
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
に
紅
地
幸
菱
文
浮
織
物
の
幅
筋
が
計
五
枚
垂
れ
る
。
両

裂
端
に
五
色
の
飾
り
紐
を
附
す
。
表
地
は
茶
撚
り
糸
二
本
を
揃
え
、
駒

繍
で
桐
・
鳳
凰
・
蝶
・
鳥
を
刺
繍
す
る
。
裏
地
は
経
緯
異
色
で
、
経
三

枚
綾
地
緯
六
枚
綾
で
菊
花
文
を
表
す
。

保
存
状
況　

駒
縫
の
留
糸
に
外
れ
が
見
ら
れ
る
。

時　
　

代　

江
戸
時
代
前
期

檜扇（表裏）

平額　釵子髢

几帳
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唐
衣
裳
装
束
は
十
二
単
と
通
称
さ
れ
る
女
房
装
束
の
儀
服
で
、
本
作
は
附
属
品
を
含

め
揃
い
で
伝
来
し
た
。
打
袴
・
長
袴
と
そ
の
上
に
着
用
す
る
下
裳
・
裳
、
及
び
単
・
五

衣
・
打
衣
・
表
着
・
唐
衣
・
懸
帯
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
附
属
品
と
し
て
檜
扇
・

髪
上
具
を
伴
う
。
ま
た
二
揃
の
几
帳
が
一
具
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

後
水
尾
天
皇
の
皇
女
で
霊
鑑
寺
の
開
山
と
な
っ
た
月
江
宗
澄
（
一
六
三
九
―

一
六
七
八
）
が
東
福
門
院
（
一
六
〇
七
―
一
六
七
八
）
か
ら
本
作
を
拝
領
し
た
と
い
い
、

東
福
門
院
が
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
後
水
尾
天
皇
の
女
御
と
し
て
入
内
し
た
際
に

着
用
し
た
も
の
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
輿
入
れ
の
道
具
類
は
実
家
の
家
紋
を
用

い
る
の
に
対
し
て
本
作
の
表
着
は
菊
花
文
で
あ
り
、
入
内
時
の
「
女
御
入
内
御
服
目
録
」

に
は
見
え
な
い
纐

こ
う
け
ち
の
も

纈
裳
（
下
裳
）
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
入
内
後
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
江
戸
時
代
前
期
の
朝
廷
文
化
を
代
表
す
る
有
職
装
束
の
作
例

で
あ
り
、
制
作
優
秀
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

　

裳
は
腰
で
結
び
と
め
る
の
で
は
な
く
、
中
世
に
成
立
し
た
懸
帯
に
よ
っ
て
肩
か
ら
吊

り
下
げ
着
用
す
る
。
ま
た
、
纐
纈
裳
（
下
裳
）
は
宝
暦
前
後
、
懸
帯
は
幕
末
に
廃
止
さ

れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
作
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
形
式
は
江
戸
時
代
前

期
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
東
福
門
院
の
入
内
後
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
再
興

さ
れ
た
中

ち
ゅ
う
ぐ
う
さ
く
り
つ

宮
冊
立
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
宮
廷
儀
式
が
多
く
復
興
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
背
景
で
故
事
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
装
束
も
有
職
の
検
討

に
よ
り
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
後
水
尾
天
皇
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
故
実
研

究
・
朝
儀
復
興
の
動
向
を
示
す
遺
品
と
言
え
る
。

　

優
美
な
姿
を
見
せ
る
本
作
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
染
織
品
と
し
て
資
料
的
価

値
も
高
く
、
何
よ
り
皆
具
が
揃
う
女
房
装
束
の
現
存
最
古
の
遺
例
と
し
て
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
野
慎
之
）

主
要
参
考
文
献

　

河
上
繁
樹　

『
日
本
の
美
術
三
三
九 

公
家
の
服
飾
』
平
成
六
年
、
至
文
堂

参
考
資
料　

 

「
十
二
単
之
覚
」
（
霊
鑑
寺
所
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
単

　
　
　
　
　
　
　

五
衣

　
　
　
　
　
　
　

打
衣

　
　
　
　
　
　
　

打
袴

　
　
　
　
　
　
　

表
着

　
　
　
　
　
　
　

唐
衣

　
　
　
　
　
　
　

裳　
　
　
　
　

引
腰

　
　
　
　
　
　
　

単

　
　
　
　
　
　
　

纐
纈
裳

　
　
　
　
　
　
　

懸
帯

　
　
　
　
　
　
　

檜
扇

　
　
　
　
　
　
　

簪

　
　
　
　
　
　
　

末
額

　
　
　
　
　
　
　

平
額

　
　
　
　
　
　
　

几
帳　
　
　
　

二
基

　
　
　
　
　
　
　

紅
袴

懸帯（部分）

単（部分） 十二単之覚

髪
掻

釵
子



- 29 -

人じ
ん

面め
ん

付つ
き

土ど

器き　

頭と

う

ぶ

へ

ん

部
片　

温あ

つ

え

い

せ

き

江
遺
跡
出し

ゅ
つ
ど土　

一
点

（
考
古
資
料
・
指
定
）

　

附　

土
器　

残ざ
ん
け
つ
と
も

欠
共　

一
二
〇
点

　
　
　

石
器
類　
　
　
　
　
　

五
点与

謝
郡
与
謝
野
町
字
岩
滝
一
七
九
八
番
地
一

与
謝
野
町
（
与
謝
野
町
立
農
村
文
化
保
存
伝
習
セ
ン
タ
ー
保
管
）

法　
　

量　
　

残
存
高　
　

八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

顔
の
長
さ　

九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

顔
幅　
　
　

五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

奥
行
き　
　

七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

時　
　

代　
　

弥
生
時
代

　

温
江
遺
跡
は
与
謝
郡
与
謝
野
町
字
温
江
・
加か

や悦
に
所
在
す
る
弥
生
～
平
安
時
代
の
集

落
遺
跡
で
、
人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
平
成
二
〇
年
度
に
検
出
し
た
東
西
約
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
弥
生
時
代
前
期
集
落
の
西
を
限
る
環か

ん
ご
う濠

か
ら
、
多
量
の
弥
生
土
器
と
と
も
に

出
土
し
た
。
こ
の
環
濠
は
幅
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
深
さ
一
・
一
メ
ー
ト
ル
で
断
面
は

Ｖ
字
状
を
な
す
。

　

人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
残
存
高
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
顔
長
九
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
顔
幅
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
首

か
ら
下
を
欠
損
す
る
。
土
器
口こ

う
け
い
ぶ

頸
部
や
蓋ふ

た

に
付
け
た
把と

っ

て手
状
の
装
飾
と
思
わ
れ
る
が
、

共き
ょ
う
は
ん伴

土
器
片
の
な
か
に
接
合
す
る
個
体
は
な
く
、
器
種
・
器
形
は
不
明
で
あ
る
。
人

頭
部
を
写
実
的
か
つ
立
体
的
に
表
現
し
て
お
り
、
と
く
に
頭
頂
部
か
ら
後
頭
部
に
か
け

て
作
り
出
し
た
鶏と

さ
か冠

状
突
起
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

鶏
冠
状
突
起
は
額
か
ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
り
、
耳
の
う
し
ろ
の
後
頭
部
付
近
で
お

人面付土器背面
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わ
る
。
突
起
が
お
わ
る
部
分
に
は
直
交
す
る
楕だ

え
ん
け
い
と
っ
た
い

円
形
突
帯
を
貼
り
付
け
る
。
楕
円
形
突

帯
上
に
は
横
一
条
の
線
刻
を
施
し
、
上
下
方
向
に
穿せ

ん
こ
う孔

す
る
。
現
状
で
は
孔
内
に
白
色

砂
粒
が
詰
ま
る
が
、
上
下
の
孔あ

な

の
位
置
が
合
致
す
る
の
で
貫
通
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
鶏
冠
状
突
起
と
合
わ
せ
て
、
髪
を
束
ね
て
後
方
に
延
ば
し
て
折
り
曲
げ
、
櫛
か
簪

で
留
め
た
状
態
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

目
と
口
は
線
刻
で
簡
単
に
表
現
す
る
が
、
鼻
と
耳
は
粘
土
を
貼
り
付
け
て
立
体
的
に

作
り
、
鼻
に
は
二
つ
の
孔
を
、
左
右
耳
に
は
各
一
つ
の
孔
を
あ
け
る
。
耳
の
孔
は
耳
た

ぶ
位
置
で
貫
通
す
る
の
で
、
外
耳
道
で
は
な
く
耳
飾
り
の
孔
を
表
現
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
眉
上
の
隆
起
も
、
鼻
か
ら
つ
な
い
で
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
て
立
体
的
に
表
現

す
る
。
入
れ
墨
の
表
現
は
な
い
。

　

頭
部
正
面
側
は
表
面
を
丁
寧
な
ナ
デ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
る
が
、
後
頭
部
の
仕
上
げ
は

粗
い
。
首
部
の
破
断
面
は
不
整
形
な
が
ら
ほ
ぼ
平
ら
で
、
前
後
方
向
で
長
径
約
六
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
を
な
す
。
内
部
は
中
空
で
粘
土
紐
を
積
み
上
げ
て
作
っ
た
状
態

が
観
察
で
き
る
。
胎
土
は
精
良
で
、
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
弱
の
白
色
砂
が
混
じ
る
。
焼
成

は
良
好
で
淡
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

　

顎あ
ご

、
上
唇
の
上
部
、
額
の
各
部
分
に
朱
色
の
斑
点
が
あ
り
、
頭
頂
部
の
突
起
付
近
に

も
赤
黒
い
発
色
が
観
察
で
き
る
。
理
化
学
分
析
の
結
果
、
顎
の
赤
色
斑
に
有
意
差
は
認

め
ら
れ
な
い
が
、
頭
頂
部
の
赤
黒
い
部
分
に
は
鉄
分
が
多
く
、
人
為
的
に
ベ
ン
ガ
ラ
を

塗
布
し
た
と
推
測
で
き
る
。
東ひ

が
し
な
ら

奈
良
遺
跡(

大
阪
府
茨
木
市)

で
出
土
し
た
弥
生
時
代

前
期
の
人
面
付
土
器
は
、
表
面
に
朱
と
漆

う
る
し

を
塗
布
し
て
お
り
、
温
江
遺
跡
の
人
面
付
土

器
も
部
分
的
も
し
く
は
全
体
的
に
赤
く
彩
色
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

西
日
本
に
お
け
る
弥
生
時
代
前
期
の
人
面
付
土
器
の
出
土
例
は
一
〇
例
未
満
と
少

な
く
、
い
ず
れ
も
首
よ
り
下
を
欠
損
し
て
完
形
品
は
な
い
。
西に

し
か
わ
づ

川
津
遺
跡(

島
根
県
松

江
市)

出
土
例
は
蓋
の
把
手
と
し
て
機
能
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
器
種
・
器
形

の
わ
か
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
東
日
本
で
は
再
埋
葬
用
の
蔵ぞ

う
こ
つ
き

骨
器
と
し
て

使
用
さ
れ
た
壺

つ
ぼ
が
た形

土
器
の
口
頸
部
に
、
人
面
を
表
現
す
る
例
が
多
い
。

　

ま
た
、
西
日
本
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
の
人
面
付
土
器
や
人
面
を
表
現
し
た
絵
画
に

は
、
温
江
遺
跡
の
人
面
付
土
器
頭
部
片
と
同
様
、
鶏
冠
状
突
起
を
表
現
し
た
も
の
が
目

立
つ
。
鳥

ち
ょ
う
そ
う

装
の
司
祭
者
を
表
現
し
た
と
す
る
説
、
髪
型
風
俗
を
表
現
し
た
と
す
る
説
な

ど
が
あ
る
が
定
説
は
な
い
。
写
実
的
か
つ
立
体
的
な
温
江
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
頭

部
片
は
、
こ
う
し
た
研
究
課
題
に
も
資
す
る
点
が
大
き
い
。

　

京
都
府
内
で
は
縄
文
時
代
の
土
偶
八
点
以
外
に
は
、
森
本
遺
跡(

向
日
市)

の
弥
生

時
代
後
期
の
水
路
か
ら
出
土
し
た
人
面
付
壺
形
土
器
顔
面
部
片
（
京
都
府
指
定
有
形
文

化
財
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

温
江
遺
跡
出
土
の
人
面
付
土
器
頭
部
片
は
、
頭
部
が
ほ
ぼ
完
存
し
、
ベ
ン
ガ
ラ
の
塗

布
痕
跡
を
残
し
、
そ
の
写
実
的
・
立
体
的
な
表
現
と
と
も
に
、
信
仰
・
習
俗
な
ど
弥
生

時
代
の
文
化
を
理
解
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
京
都
府
を
代
表
す
る
考
古
資
料
で

あ
る
。

　

な
お
、
人
面
付
土
器
頭
部
片
と
共
伴
し
た
弥
生
土
器
は
、
ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
、
東

側
の
集
落
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
壺
・
甕か

め

・
鉢は

ち

・
蓋
な
ど
多
様
な

弥生土器




